
 

〔第一段階〕  「主題（テーマ）」に関する関連情報・用語・データなどを，視点を変えながら「文字化」する。  

  事例 A （関連要素を挙げていき，繋がり・まとまりで整理）   事例 B （柱立てを前提に，関連項目を整理）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主題（テーマ）  

テーマ設定の意義・目的，さらに，理由・根拠  

 ⇒ 誰に，いつ，何を説明するためなのか・・  

 ⇒ 「留意事項」の周知なのか？  

   「取組方策」の具体化なのか？  

 

 

 

 
根拠法令・ルール 

などはあるか？  

課 題 ・ 問 題 点

は何なのか？  

テーマの内容  

自体の説明は 

必要か？  

 
  

方 策 ・ 対 応 策

は，どこに，ど

のように影 響

するか？  

自体の説明は 

必要か？  

使えるデータ 

・数字類は 

あるか？  

分 かりやすい

具体事例はあ

るか？  

主題（テーマ）  

テーマ設定の意義・目的，さらに，理由・根拠  

 ⇒ 誰に，いつ，何を説明するためなのか・・  

テーマの柱（項目）X 

＊柱立ての意図や関連要素の確認  

＊小項目の関連・根拠・データ類の確認  

＊柱立ての意図や関連要素の確認  

＊小項目の関連・根拠・データ類の確認

てみる 

＊柱立ての意図や関連要素の確認  

＊小項目の関連・根拠・データ類の確認  

 

テーマの柱（項目）Y 

テーマの柱（項目）Z 

 

 

 

柱 (項目 )の順

序 ・ 表 現は妥

当か？  

分 かりやすい

具 体 事 例 ・ 表

現はあるか？  

使えるデータ・

数 字 は あ る

か？  

《一枚ペーパーの作り方》050807 



〔第二段階〕  主題（テーマ）と《要素》ごとの「繋がり・因果関係」等に着目して，全体構図（要素配置）を整える。 

  事例 A                             事例 B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主題（テーマ）  

 主題（テーマ）の具体的内容・説明  

◇ 伝えたいことが簡潔に整理できているか？  

◇ 受けとめ側からの吟味はしたか？  

  

《要素②》  

＊外部状況  

＊客観状況など 

《要素①》  

＊課題の状況  

＊背景理由など 

自体の説明は 

必要か？  

   

《要素④》  

＊方策・取組具体  

＊留意・配慮事項

＊具体事例など 

《要素⑤》  

＊方策・取組具体  

＊留意・配慮事項

＊具体事例など 

《要素③》  

＊方策・取組具体  

＊留意・配慮事項

＊具体事例など 

主題（テーマ）  

主題（テーマ）の趣旨・根拠・外部状況など 

〔１〕  テーマの柱  《要素①》  

◇ 伝えたいことが簡潔に分かりやすく整理できているか？  

◇ 受けとめ側からの吟味はしてあるか？  

〔２〕  テーマの柱  《要素②》  

〔３〕  テーマの柱  《要素③》  

 

タイトル 

◇ データ・資料などの正確性は確認してあるか？  

◇ 配慮事項・付則事項に過不足はないか？  

◇ 他の項目との整合性・バランスは取れているか？  

◇ 必要な「小項目」は過不足なく整理されているか？  

小項目要素① 

小項目要素② 

小項目要素③ 



〔第三段階〕  （使用頻度数の高いものなら）使用場面を意識して，《見栄え》を整える。 

  事例 A                             事例 B 

            令和 5 年度  授業改善の推進について 

 

 

 

 

                                                   〔１〕  相互授業観察の組織的・計画的な実施  

                                                     ① 1 学期と 2 学期に期間を設けて，全員参画で計画的に実施。      

                                                     ② 「授業評価表」「観察方法」などの様式・ルールを揃えます。 

                                                     ③ 実施結果を集約・分析して，「良い授業例」を共有します。 

                                                   〔２〕  観点別評価の水準向上と組織的な成績処理の徹底  

                                                     ① 「年間授業計画」に基づいて実施する観点別評価は，原則的に，  

                                                       「単元ごと（まとまりごと）」に実施して，結果を共有しておく。 

                                                     ② 「マスタールーブリック」を活用して整合性の高い評価を行う。 

                                                   〔３〕  生徒の ICT 習熟，教員の実務の効率化の観点からの活用促進  

                                                     ① ICT 用「振り返りシート」書式の基本形を策定して，全体共有。 

                                                     ② 生徒による「授業評価」の集約にも活用して，効率的な処理。 

③ 正確に組織的・効率的に行うことにより「働き方改革」に繋げる。 

                                                   《留意点》  

                                                     ① 今回の取組により，「マスタールーブリック」の水準向上も図る。  

                                                     ② 今回の取組に必要な教員の ICT 活用技能向上の研修会を行う。 

                                                     ③ 具体策については，相互の意見交換・集約結果を反映させる。 

 

 

 

⇒ 本年度の最重点課題として取り組む 

◇「組織的・計画的」に進めることが最重要！  

◇次の 3 つの「方策」について，研修・意見交換し 

て，具体策を 4月中に固める。 ⇒ 実践と検証  

◇「働き方改革の推進」と一体的に進める視点！  

《外部状況》  

＊県内・近隣校でも取組が 

 進んで成果が出ている。 

《現状・課題》  

＊学校のテーマにしているが不充分。 

＊取組が個々人に留まっている。 

《評価の改善》  

＊「単元」ごとの観  

点別評価の徹底  

＊基準と評価結果  

の教科内共有  

⇒ルールの明確化  

と他者点検  

《 ICT 活用》  

＊ ICT 用「振り返り 

シート」の基本形  

＊ ICＴ用「生徒の授  

業評価表」活用  

⇒生徒も教員もメリ 

ットが大きい 

《相互授業観察》  

＊年間で 2 回設定  

＊方法の統一  

＊全員実施・参画  

⇒ 分析・振り返り 

⇒「良い授業例」を 

 全員で選ぶ 

授業改善の組織的・計画的な推進について 

＊授業改善の取組が個々人の範囲に留まっていることから，

令和 5 年度は次の 3 本柱で「組織的・計画的」に進めます。 

《授業改善の組織的・計画的推進》  


